
�それに対して、他の業種全体での同回答は56%にとどまる。

校内のサービスや学⽣エンゲージメントを維持するための

取り組みに関⼼を持っている。

実際に、優秀な学⽣や教職員を惹きつけとどめておくために最

も重要なイニシアチブだと考えている⼈も多い。

が影響を受けていると回答。

の回答者が事業の継続性を扱うプロジェクトに注⽬し、

がユーザーの使い勝⼿に配慮したテクノロジーは�

重要であると回答。

59%

67%

仮想環境への移⾏により、⼗分な⽣産性が確保できない状況とが重なり、教職員への負担が⼤きくなっています。

ネットワーク接続、システムセキュリティなど、重要な業務のデジタル化移⾏を推進することで、�

⾼等教育機関は事業の継続性を維持し、現在直⾯している課題や将来の課題に対応することができます。

⾼等教育機関のリーダーは、⽂書作業プロセスを完全にデジタル化することで�

以下の⽬標を達成できると考えています

仮想環境への移⾏が⾼等教育の現場にもたらす影響

デジタル化を推進

⽇々状況が変わる中で、⾼等教育機関では遠隔授業や在宅勤務の対応をされています。�

各部⾨において校内の各種⼿続きや学⽣エンゲージメントの継続性を維持しながら、�

仮想環境の運⽤と校務の効率化の⽅法を模索されています。

めまぐるしく変化する中で、校務・教務を効率的に運⽤するには

⾼等教育機関で処理される書類のうち、完全にデジタル化できているのは平均で30％にも満たないのが現状です。�

そのうちのほとんどが在校⽣や卒業⽣に関する⽂書で、どの⾼等教育機関にとっても存続するためには⽋かせない資料です。

⾼等教育機関では、⽂書作業プロセスをデジタル化することでリモート環境に対する現在の需要に応え、�

運営環境に継続的な影響を与えることができると考えています。

⼿作業とデジタルツールを組み合わせて管理しているプロセスの例�

完全にデジタル化できる⽂書

デジタルプロセスがもたらす⻑期的なリターン

同窓会� ⼊学と⼊学審査� 校内⼿続き（履修コースの�

追加、退学⼿続きなど）�

契約と調達�

研究の提案�

助成⾦と融資�

教職員やスタッフとの契約�

ソーシャルサービス�

許可、登録、ライセンス�

また、デジタル⽂書ソリューションの統合が、�

デジタルの成⻑スピードを⾼める鍵になると考えている。

がデジタル⽂書ソリューションは今や不可⽋であると回答。

64%

82％�事業継続性の維持

81％�競争⼒の強化

78％�教職員と学⽣のニーズや期待の充⾜

76％�デジタルの代替⼿段とインタラクションの改善

Forresterレポートの全⽂をお読みいただくと、デジタル⽂書ソリューションを導⼊するメリットの詳細をご確認いただけます。

レポートを読み終えたら、⽂書作業プロセスを完全にデジタル化した際、�

Adobe�Signが御社の事業継続性を維持するためにどのように役⽴つかについてご覧ください。�

レポート全⽂をダウンロード� アドビのサービスを詳しく⾒る�>�

詳細レポート

⽂書作業プロセスがスピードアップ�

67%
教職員と学⽣の満⾜度が向上�

53%
従業員間の共同作業を促進�

52%

期待されるメリット：

77%

がデジタル⽂書作業プロセスのみを利⽤。�

他の業種では平均13％であるため、�

⾼等教育機関は�

⽐較的導⼊が進んでいる。�

21%
がデジタル⽂書ソリューションを利⽤。

47％が電⼦サインを�

標準プロトコルとして�

使⽤している。�

51%
が⼿作業とデジタルの両⽅の�

⽂書作業プロセスを利⽤。�

現在でも多くの⽂書が紙ベースで�

処理され、⼿書きで署名されている。

79%

⾼等教育の現場では、デジタル⽂書ソリューションが着実に利⽤されています。�

ただし、⽂書のレビュー、承認、アーカイブとなると、�

現在でも紙ベースのプロセスに依存している組織が少なくありません。

余裕を持って備え、将来の成⻑を⾒据えた対応を

Adobe,�the�Adobe�logo,�Adobe�Document�Cloud,�the�Adobe�PDF�logo,�and�Document�Cloud�are�either�registered�trademarks�or�trademarks�of�Adobe�in�the�United�States�and/or�other�countries.��

All�other�trademarks�are�the�property�of�their�respective�owners.�©�2020�Adobe.�All�rights�reserved.


